
富
谷
町
の
現
状

　

富
谷
町
は
現
在
も
人
口
が
増
え
続

け
、８
月
末
時
点
で
５
万
２
１
８
３
人
、

来
年
10
月
10
日
の
市
制
移
行
を
目
指
し

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所

（
社
人
研
）
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
来
年

以
降
も
人
口
は
増
加
を
続
け
、
２
０
４

０
年
に
は
、
５
万
８
５
１
６
人
に
、
２

０
６
０
年
に
は
５
万
８
５
７
７
人
に
な

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
全
国
的
に
も
稀
有
な
人

口
増
加
地
域
と
し
て
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
こ
と
は
、
一
気
に
高
齢
化

が
進
む
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
富
谷
町
の
高
齢
化
率
は

平
成
26
年
で
は
16
・
1
％
と
県
内
一
低

い
状
況
で
す
が
、
平
成
37
年
に
は
21
・

1
％
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
富
谷
町
は
こ
れ
か
ら

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
可
能
性
を
含
ん

で
は
い
ま
す
が
、
今
か
ら
対
策
を
立
て

ら
れ
る
こ
と
が
強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

人
口
増
加
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
将

来
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
高
齢
化
へ
向
け
、

準
備
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

富
谷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

　

昨
年
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
各
地
方
自
治
体
に
お
い
て

も
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
地
方
創
生
に
向
け
た
実

効
性
の
高
い
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

富
谷
町
に
お
い
て
は
、今
年
１
月
に
、

町
長
を
本
部
長
と
し
、
全
管
理
職
で
構

成
す
る
「
富
谷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
推
進
本
部
」
を
設
置

し
、
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

た
め
の
交
付
金
」
を
活
用
し
た
事
業
を

計
上
し
ま
し
た
。
交
付
金
の
う
ち
地
方

創
生
先
行
型
と
し
て
、「
富
谷
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
」
の
策
定
業

務
と
、「
富
谷
町
企
業
誘
致
促
進
事
業
」

を
、
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
と

し
て
、
地
域
経
済
の
着
実
な
底
上
げ
を

図
る
た
め
、
町
内
商
圏
等
で
利
用
で
き

る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
」

を
実
施
し
、
町
内
に
お
け
る
消
費
を
喚

起
し
て
い
ま
す
。

　

富
谷
町
で
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
将
来
の
人
口
動
向
や
産
業
実

態
な
ど
多
角
的
な
視
点
で
の
分
析
と
市

制
移
行
を
踏
ま
え
た
将
来
人
口
推
計
お

よ
び
、
そ
れ
に
伴
う
総
合
戦
略
を
今
年

12
月
を
目
途
に
策
定
し
、
確
実
な
市
制

移
行
と
、
そ
の
先
の
住
み
た
く
な
る
ま

ち
日
本
一
の
実
現
に
向
け
た
実
効
性
の

あ
る
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

地
方
創
生
と
市
制
移
行

　

市
制
移
行
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
広
報
で
要
件
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
方
創

生
に
も
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
移
行
し
た
場
合
、
さ
ま
ざ
ま
な

権
限
が
国
・
県
か
ら
移
譲
さ
れ
、
市
が

単
独
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
事
業
が
増

え
ま
す
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
地
方
創
生

の
基
本
的
視
点
で
あ
る「
地
域
の
特
性
」

に
即
し
た
課
題
解
決
を
市
独
自
で
取
り

組
む
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
富

谷
町
に
お
い
て
は
、
現
状
人
口
減
少
の

状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
定
し
た

雇
用
の
創
出
、子
育
て
支
援
な
ど
、地
方

創
生
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
富
谷
町
版

地
方
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
魅
力

あ
る
地
域
社
会
の
創
造
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

【富谷町総人口の推移と将来推計】
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2010年から2040年で約24％増加
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地
域
で
子
ど
も
を
見
守
る
ま
ち･･･

Column コラム

　先日、仙台市で起きた「いじめ」に関
する事件が大きく報道されました。こう
した報道を目の当たりにするたびに、心
がひどく痛むとともに、富谷では絶対に
起こしてはならないという強い思いが溢
れます。どんな理由があろうとも「いじ
め」は許されない行為です。しかし、ど
うしてこのような非道な「いじめ」は根
絶できないのでしょうか。
　文部科学省によれば、核家族化や少子
化の進展により、子どもが兄弟姉妹や友
人同士で遊んだり、祖父母等と触れあう
機会が減少していること、また、地域社
会における人間関係の希薄化などがその
要因のひとつとして捉えているようで
す。子どもたちの人間関係を構築する力
や社会性の減少といった問題が指摘され
ています。
　これからの富谷を担っていく子どもた
ちは、言うまでもなく「地域の宝」です。
希望に満ち溢れた子どもたちが、この富
谷で「ふるさと」を感じながら健やかに
成長していくためには、地域全体で守り
育てていくことが必要です。このことが
子どもたちの健やかな心の成長を支える
基盤となり、さらには、将来も発展し続
けるまちづくりの基盤にもつながると思
っています。
　新たに町民となられる方が多い町だか
らこそ、人と人がつながり、地域が一体
となって、子どもたちを優しく見守って
いくことが今求められているのではない
でしょうか。私たち大人一人ひとりが自
ら何ができるかをそれぞれ考えながら、
少しずつ実践していってほしいと願って
います。
　富谷に住まう皆さまとともに地域の宝
である子どもたちが健やかに成長できる
まち、親が子育てしやすいま
ち、そして、誰もが住み
たくなるまちを目指して
いきましょう。

　こちらのコーナーでは、市政に関する情報や市制移行地

区懇談会の内容、町民の皆さんからいただいた質問等をご

紹介します。

市制移行を見据えた富谷の将来ビジョン
富谷町総合計画基本構想の改定

■町総合計画とは

　総合計画は、目指すべきまちの将来像を示す「基本構想」

と、基本構想の実現に必要な各施策の方向性と具体的な事

業計画となる「基本計画」、「実施計画」で構成し、まちづ

くりを進める上で、各施策の最上位に位置する総合的な計

画です。

■総合計画基本構想改定の趣旨

　富谷町では、来年10月10日の単独市制移行を目指して本

格的に準備を進めています。また、今日の地方自治体を取

り巻く環境は、地方が自立し、将来を見据えた政策の立案

など、地方の独自性と魅力あるまちづくりが求められてい

ます。このような状況を踏まえ、市制移行とその先のまち

づくりの将来像・ビジョンを明確にし、「住みたくなるまち

日本一」を目指して、行政、議会、住民、企業など、まさ

に「オール富谷」で新たな視点に立ったまちづくりを進め

る必要があることから、平成21年度に策定した総合計画を

見直し、新たなまちづくりの指針となる総合計画の改定に

着手するものです。

　今回は、特に総合計画の根幹となる基本構想の骨子につ

いて新たに策定するものです。また策定にあたっては、町

民の皆さんの意見を聴く機会を設けながら、来年３月の策

定を目指して進めていきます。

富谷町総合計画審議会（第２回）会議開催の
お知らせ

　富谷町地方創生総合戦略の策定に関して町長の諮問に応

じて調査審議を行う富谷町総合計画審議会（第２回）会議

を開催します。会議は公開制で行いますので傍聴を希望さ

れる方は、当日、会場にお越しください。（申し込みの必要

はありません。）

日　時　10月13日（火）　14:00～15:45

会　場　富谷町役場305会議室

問 企画政策課　市制移行・地方創生推進室（☎358-3248）

市制移行シリーズ

特集　地方創生　　問 企画政策課　市制移行・地方創生推進室（☎358-3248）

富谷町長

若 生  裕 俊


